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ある。「誰もやっていない間違い探し」はいつでも気軽に参
加可能である上に，間違いに気が付いた瞬間に世界で初めて
正解を見出した人になれるというご褒美が待っている。その
ため，病みつきになる間違い探しであることを保証する。
　そしてまた，この小さな間違い探しから植物の多様性を紐
解く次の仕事もスタートする。唇弁が通常の花弁に置き換わ
ることにどんな生態学的な意味があるのか？　どの遺伝子が
壊れると唇弁が形成されなくなるのか？　訪花昆虫のプラッ
トホームたる唇弁が形成されなくなると訪花昆虫はやって来
られるのだろうか？　訪花昆虫が来ないならどうやって繁殖
しているのだろうか？　疑問は次々と湧いてくる。「誰もやっ
ていない間違い探し」に終わりはなく，また次の問題の正解
探しにとりかかることとなる。
　雑草学者の中には，上記のような経験をお持ちの方も多い
のではないだろうか。“ 何か雰囲気が違う ” と思っていた植
物が新しい外来種であったり，秋開花のはずが “ 初夏に咲く
集団”があったり，除草剤で何故か“枯れない雑草種”があっ
たり，と。これらは研究の着手が，和名の新称か，新規の生
態や除草剤抵抗性の報告かの違いなだけであろう。つまり，
植物分類学者も雑草学者も「誰もやっていない間違い探し」
に日々，取り組んでいるのではないかと思っている。
　なお，ツクバキンランでは記載論文の投稿中，茨城大学の
鈴木昌友先生のグループによって 40 年以上前にその存在が
認知されていたこと（鈴木・野口 1970）に気が付き，引用
することができた。同様に，ギンランのペロリア品種である
ヤビツギンラン（C. erecta f. pelorica, 図 -2B）も神奈川県立
生命の星・地球博物館（KPM）における標本調査中に柳川
氏によって和名新称がなされていること（柳川 1982）に気
が付き，その和名を採用することとした。これら 2 品種を
記載後，インターネットで検索すると多数の情報がヒットす

るようになった。記載前から両分類群は現地で生育しており
標本も多数採集されていたにもかかわらず，である。これ
は，未記載の分類群から正式記載（名前が付く）ことによっ
て人の認知がなされるということを端的に表している事例と
いえるだろう。他方，ユウシュンランのペロリア品種である
オンタケユウシュンラン（C. subaphylla f. conformis, 図 -2C）
は記載時に見出した標本 2 点しか現状でも知られておらず，
まだ誰も生植物の写真を撮影していない植物である。このよ
うに分布や個体数が少ないと考えられる分類群では，標本が
採集されていることによって初めてその存在自体が明らかに
なる事例もある。

　標本調査を許可いただいた各ハーバリウムスタッフに感謝
する。
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図−2　ラン科キンラン属のペロリア変異体の標本
  A：ツクバキンラン，B：ヤビツギンラン，C：オンタケユウシュンラン，D：ホシガタクゲヌマラン
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■協会だより
■■試験成績検討会
●2022年度冬作関係（麦類・いぐさ・水稲刈跡）除草剤・

　生育調節剤試験成績検討会（Web会議）

　日時：2023年9月7日（木）  10:00～17:00　

■■研究会
●2023年度緑地管理研究会現地見学会

　日時：2023年8月30日（水）　13:00～19:00

　場所：

　　見学内容説明会・名刺交換会：　ホテルカデンツァ東京

　　（東京都練馬区高松5-8 J.CITY　Tel. 03-5372-441）

　※最寄り3駅（成増駅・光が丘駅・石神井公園駅）より送迎

　　バスあり

　　（ホテルHP に送迎バス時刻表の掲載あり）

　現地見学会：  NEXCO東日本 所沢管理事務所管内の高速

道路内施設

　日程：

　　12:30～受付開始（ホテル会議室前ロビーにて）

　　13:00～見学内容説明会（ホテル会議室にて）

　　14:00～現地見学会（順番は未定）

　　(1) 走行車両（貸し切りバス）からの見学

　　　①  高速道路内の路肩部分の雑草管理

　　　　（抑草剤を用いた管理）

　　　②クズ等の防除（除草剤を用いた管理）

　　　③  コンクリート目地部等の雑草防除

　　　　（除草剤を用いた管理）

　　(2) 降車しての見学

　　　①  休憩施設園地部での雑草管理

　　　　（除草剤を用いた緑地管理）

　　　②  薬剤散布車を用いた散布作業のデモンストレー

ション

　　17:00～名刺交換会（19:00　解散）

　参集範囲：

　　  道路，鉄道，河川，電力設備，公園，国有地等における

緑地管理関係者，農薬会社，農機具会社関係者，国，

自治体関係者，（独）農林水産消費安全技術センター

関係者，農研機構，大学等研究機関関係者，植調協会

関係者等

　参加費：8,000円（現地払い）

　参加申込み方法：

　  　植調協会ホームページ（ https://japr.or.jp/ ）の新着情　　

報欄に掲載の申込みフォームより申込みください。

　【申込み締切：8月8日（火）】

　・現地見学会の移動は貸切バスにて行います。

　　（ヘルメットは不要です。）

　・  当日の体温が37.5℃以上，または体調不良の方につき

ましては，参加を自粛願います。

　問合せ先：  公益財団法人日本植物調節剤研究協会

　　　　　　事務局総務部企画課（村岡）

　E-mail: kikaku@japr.or.jp 　　TEL. 03-3832-4188
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